
Japanese Society for Apheresis

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Sooiety 　for 　Apheresis

口
．
イく；．〆

．．
ノ ．：1．レ シ ス 1

．
r套刺宦

．．
1／．．［．．、： 1．1〔1｝　：．155 ．161！、1995

マ ル チ コ ン ポー ネ ン トシ ス テ ム

．
k申　　〜｝　

．
牙隹　　、之

へ
．．．ピ 彳の

．一
イ ク ／，ジ ャ パ ン   製 匚1｛．1市場本部

1．概 要 　@（ 図1

　 　
マル．
プ
． ．コ冫

．ボ．一：宇 ・ ン
トシ． ． ス テム

（以
．
．ドー、 7 ル チ〕

， レー．
ト
． 1 ． ム

ボ
ウル．Gl 畦心分 離 槽） を含む血液分離．処亅II帥

． d 路 と 回
路を
装
盆1「i
’
． ．」 一 る 血

液
ボン プ ． と 遠心 器を 中心

と
し
た 装．置か ら掃 準 ． 成さ

ている 9 　
　
レ ー 一 ．リ．ムボウル　

（
J． ： ／ ／ ．ドボウル）は， il［． L 液

．入口と出 Ilv
．
）
t
［’f「
定．1 ．．層．｝ド，遠 心分

畷緋曹．と 「／・
．
．

．
タ
リ ー一シール．

V
．）回
斬iI 』

．．粥力・らhiSi ．bkさオしてい る．　「tll 路cr．）．デザ．．イン
・
は，手采至．f

疋［ flLi夜
成分
1 ． ．．

二
よ ． ． ．・ て ； f ．れそ れ 異な る が ，基

デザ
．
インと
し
て 蛋1．1．．．k　

l　．
乍

｝
．、二！1’一．

丿

’ご才∫り　
1
奪
託
｝卩ザ ぴ

．．
．プ．舞ξ

束
［］．．（⊃｛采「．向1，　，ill

　
lfl

8 ／・’f．∫
』
．う単針 浸 i をイ

．采
．IHしている◆ 　1．獄11［［．K． 噸∫、

り 、者．」1［ L液
1
．よ， ．：

rlL液
［i ． r］路 1 勾．

．
ぐ．

Dめ：
走
めら
ti．Lた

江
己i
／

†
⊥．匕．．．C．i．．」 ’

［
）疑］“i］jfil と

ド
．ltEIJ（i 勺｝こ

i
．昆合．さi．L る． 　詮

1 ミ F ． ？． 」レ．入［ 1 か ら 流 人 し た 」1「［液は ，遠
心
分 離 さ れ

1．．． ナ
分1雅 ． された血 i．夜で1．商た

さ
オ． Lると，」．七．1巨の 車．≦い［f ［

夜．成 ．分から 川 ．貞番
に
ボ

1 ソル出llか ら溺己出．亅． る 『 流 lilした

I1L 液
成 分 は ，所 定α． ．）採取バ

・
ソグにノ＼る．採王．［ ．．（「．1 〔

i
勺
成
ラ
〉⊥：

外 V．）血液
成
ラ． ｝

°1 ． よ ， 献r （ 1L各
．
， 患 肖1 に返され ． る ．

の 彳 ． 」 ：程を1サ
．・
で
ク
ルと

し
て 必要に J ，L：し．．：’ご 数．り．イク． ル

り ．itgす ．．こ0．）技
術
を 使 っ たrrll液成分分

1
寓隹装． 置

を
問
欠
式

．

（1［液成分 ラ
．璃
臣
装置と．再．い， Il ． 本菊こ

1
．’i’：社r ∩Ll夜．セン．夕一a．．）1 戊彡

｝1
献⊥tl

．）
i采．［f［L装

il’
［［1と
し ．．ぐ ． 全 ［．111．で’ iiri−．

用 ．されている．11）、 1 院

「1．．よ，1iLL．小．．板採取，末．ST「釦 臼
Lli
輔≧糸日け1包岳：采」．［文；． こ｝』

，
｝1
．
．ilj．

さ
才
L
，　．5ぐこO．．．）

イ
．攴f．’i．1

icr）1，i：厂IJ．製ITI1［．ヒ L∫’ご｛
ilii

「1，　イ．
sili
彳
二
菱（ノ．）

「「
iL⊥
亅
f ］L 「［．［1 ⊥ 【．又i装il

’
［llイ

Zノレ
・
1 ．

三一ノt−

ヵ． t ｛ ． 史オ． ）

t しrご し．’ 2

｡2 ． ボ ウ ルの機構と機能 　2」．目　　的　　 ボ ウル は
，
．全 1 ∫ i ⊥

をIA

L液
．
II 晃／

． 〉に分i 難で ’き る

に設訓 ． ．
さ

れ．．て い る． 　 2，2 　し　く　み 　

ボ ウ ル ．（

図2
．
参
照）
は
，流 ． 入 ［ 「，導． 入管，流出路， そ し て流

m ．1 ．｝「．↑から な る 固 定 部分と遠・L
・
分離 ． 槽とロータ リ ー シ・．

． ．．ル
か
らなる ［Lr陣云 1 ．祁

分から ． f嶐成されて
い
る． ボ ウノ レ0

．
．）

・．
一

．タリーシ．一ル は，　｝戚「街．された ボ
ウ
ノレ

内1
．市 と タ ト：肖［‘」環士寛 と 0．）1；i

・辞疑と な 一
：

丿
．
．⊂い る

．
　ボT． ソノン．羊 冓 造のllr て¶ 隹 　

・
． このi

i’ ［i 分だ’1．ナが［胡定部分と［ ． 19転 部 分 が 接 角 虫．する．
採

． 血

抗凝
［

胡
．

． 1 刹 を
添
力

［1された ．
全血

は流入 口 を 1 ：
ト
塾り
． ．更 に導　 キーワー

ド

∵ル ．1
』
．．1ン示一．

イ
・ン
ト
ンス．）．．ム（Mulli　C〔，m ．

P
けIK ・1 】t　S　｝’sk’］1］），　ゴlt劃．1去　〔singk．・tieed

｛’1Tlc．
・

thc ．，
d
〕 ，　rlr1．ノト． 杜

之
．．．．．．．．． ．．ノ． ．． 以．・’採⊥

［
．｛〔 Pldtek・t

　
l．
u1

（

@r）1aSI〕1a
　
c・ 1
［e〔7t．E・m ），未： 栫． ［r．［L ．幹細 ．11．包．採1俣〔． Pe 正．iphe「a

@bl
〔 m
〔
亅stc・m cdl 　 c 〔 ， 口 し．， ctkm ）， ． ≡ ．

ト． 一
ジ1： sur

’
．貝 ． e 〕， 図

1
　マルチコ ポーネ

トシス
テ
ムの 外 観 ！ 咋 ア． 先・．レ シ ：   ’｝陰雑 誌 14 巻 湯



Japanese Society for Apheresis

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Sooiety 　for 　Apheresis

流 入 口

互 流 出 ロ

学セ ン サ ー 互＿
。
．

タ

こ　　　シ ー
L

流

理 槽 一1

一
一

流 出 路

＼

抗 凝 固剤 》
添加 全血

図 2　 レ
ー

サ ム 型 デ ィ ス ポ
ー

ザ ブル 血 液処理 ボ ウル

〉 滅菌空

〕

＿ ＿ 一．一 ．一 一．1 ．．J
　 　　 図 3　採血 モ ードの 開始

［
　　
　 　

［
血球

pa　・1 血漿の 排出オ
ーバ ー

フ ロ
ー

丿

r非 収

「

k

顯

「

図 5　返 血モ
・一ド

　 図 6　バ ッ フ ィ
ーコ ートの 光 学的検 知

入管 を通 っ て ボ ウ ル の 底 に 達 し，ボ ウ ル の 回転 に よ一．．）

て 発生す る遠心力 を受 けて ボ ウル 外周へ 移動す る．こ

の 間ボ ウ ル 内の 滅菌空気 は 血液 に よ り 押 し出 され て バ

ッ グに 送 られ る （図 3 参照）．

　抗 凝 固剤加 全 in［が ボ ウ ル に 流入 し て い る 問 ， 遠 心 分

　456

1

日本 ア ア r．レ シ 7，学 会雑 誌

図 7　サ
ージ 行程

離∫．．二不塁は続行 され る．上匕：［賁0 ）最 も重 い 赤∬［t封ミ （RB ⊂二）

が ボ ウ ル の 外側 の 壁 に 移動 し，比 重 の 軽 い 順 に 赤 ［in球
の 1勾但Clに 「「「血球 （、VBC ）， ［虹・1・阪 （［

・LT ），　ア ラ ズ
ー
tiが

縦万向 に 層 を形成 す る．ボ ウ ル が
．一

杯 に な る ヒ，比 噴

の 軽い （中心 に 最 も近 い ） プ
．
ラ ズマ か ら流出路 を 通

．
丿

　 14 巻 3 ｝；
．
　（1995｝

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japanese Society for Apheresis

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Sooiety 　for 　Apheresis

て 流出 IIか ら 出 て くる （［．
’
（11

”
t［（0。採血 〆ノ ノ匕Jtす る と，

ボ ウ ル の 1嘱 ．、は 停 止 し，這心力 が 失わ れ て ボ ウ ル 内で

分 li’tilし （ い た 各 「1聞 之成 分 は i昂 合 さ れ る．ボ ？ル が 回 転

し て い 3時 ， ］
’
／ル の 内 「｝［1は 全部が 血 液戊分 で

一．“M：cこ

な っ ごい る 様 に 見え ／ が ， 广 ンル の 1「1心部 に は 中空 の

イ ン ナ
ー

コ ア が あ り，そ の 内側 に は滅 菌空気 が 入 っ て

い る 状∬ に な っ て い る．ボ ウ ル が ｛、 11
’．ず る と，瀲菌空

Lt ，ボ ・ン ノレ LI｝」臼こ干
』
ン動 す る．そ の た め ボ ウ ル の

／
）　

t
：1） に

11
’
IL｛夜が 入 ．，て い る よ ノ に 見 え る．ボ ウ ル が 停 rEす る と

1「［L液ボ ン ／ よ逆 1［1［伝を 始 め 不
「
曳な 1「IL液成分 は 伊 rnl・Z

（患音） に
’
ttされ る　（図 5 犬 照）．

　 2．3　サ
ー

ジ工 程

　
．
／
．
ンズ マ の 大部分 力｛ボ ウ ル か ら 流出 し た 後，パ フ ィ

　
ー
1・一トが 戸rE の 位置 に 達 丿

一
る と 光

”
｝
ζ
：的セ ン ナー （ボ

ウ ル オ ノ
∵

f ク ス ） で 検知 され る．図 6 は ；ゴ ンル イ プ

肩 ク ス が パ フ ィ
ーコ ー一トを検知 し て い る 状 ttttを表 し

て い る．こ の 検知   サ ージ
．
「杭 力1

’
開始 さ れ る ．

“
サ

ー

ジ
”

は ヘ モ 彳・ア ィ ク ス の 川 ［lll で ，パ フ ィ
ー

コ
ートか  

lfl［小tt　 ti涜 い 出 す
1

］　t”を示 して い ノ ．こ れ は ノ 冫 ノ マ バ

ッ グの ノラ ズ マ を ボ ウ ル へ 高迷度 ξ循環 させ る こ と で

’
」施 きれ る．サ ージ さ れ た ブ ラ ズ マ は 回転し て い る ボ

ウ iVV ）外側 の 底 し二 十早 く流 入 す る．プ ラ ズ マ は 各層 を

通 り， 強 い 分離f制 ljを 及 ほ ナ．比 止 の 嘩 い ril［小板 が ノ

ー
ン ズ マ と　・渚 こ流出 しH、亅｝

一
の rT ：L 白 r肛球，赤血 球 は そ

の ｝ 長ボ ウ ル 内 に 残 針 ｝事に な ノ （［zli 参 照）．サ ージ は

，
．
ル ト リ r、一シ 」 ン の 原哩 を ），L，用 し て ［flL小板を k り選

択的 に 分 lll口
．
る 〆

．
ク ノ ロ ジーで あ る．

　2．4 サ
ー

ジ の 効率 を飛躍 させ る テ ク ノ ロ ジ ー

　 リー
ノ 1十 の 効 辛｛を向 トさせ る た め 耕たな 2 つ の テ

ク ノ V ジ・をノ川 え ごい J ． こ の テ ク ノ ロ ジー一
に よ り採

取 l！lL小板 二混 入す る 1
’
irfll球 が 飛 竏r 的 に 減 ♪す る．

　 2．4．1　ク リテ ィ カ ル フ ロ ー

　
．
リー

ハ こ lf ［（IL小板採取 に 新し く採用 され i
：技術で

、b
’
る．　 bT「L流 の 少 な い 7

，

’
　）Eし た パ フ ィ

ーコ ートを形成 し

血 1板 ヒ臼山けkの ラ｝舗 臣は
一
段 と 向 ヒす る．ク リテ ィ

カ ル
．
ハ i一は ，

2 つ の 動作 に よ り 構成 され て い る （［刈 8
厂
3照 ）．

　 2，4．1，1recirculation （リサ
ー

キ ュ レ
ー

シ ョ ン ）

　循環ホ ン プ を使 い 流入す る 令血 と
．

緒 に 採取 プ ラ ズ

マ を 高速 で 再循環 さ せ る，再循 環 プ
．
ラ ズ マ 流 娃は ，献

lfiL名U）／＼ マ ］、ク リッ トに よ り
一
十「 t さiL，ボ ウ ノレ「勺を1

’
；i

速 （74m レ分）の プ ラ ズ マ の 流れ を保1† ¢ る．リサ ー ト

’．レ ー一
シ ・1 ン は ， 血 小板 と白冂i球の分離 宀 促進 3

．
る．

　2．4．1．2flow 　compensation （フ ロ
ー

コ ン ペ ン セ

　　　　　
ー

シ ョ ン ）

　 1袱111嗜 の 血流状態 に 合わ せ て ボ ウ ル 内を通過 す る プ

ラ ズ マ の 流速 を 71ml 　
tt

分 に 常 に 保 つ よ う に ポ ン プ ス

ピード を 自動補 正 す る．フ ロ ー一コ ン ペ ン セ
ー

シ ョ ン は，

全∬IL流速変動 に よ る パ フ ィ
ーコ ートの舌Lれ を拍1え る．

　 2．4．2 　ド ウ エ ル

　サ ージ行秤の 直前 に 血液ポ ン ノ を停 1ヒし， 循 棟 ieン

プ を便 い 採 収 プ ラ ズ マ を ボ ウ ル 内 へ 100ml ，

／
分 で 30

秒間流 し紀
’
け る．サ ージ 効 果が 良好 に 保 て る様 に l！ll小

板層 と 白血 球層 を 引 き離．し雅 え る （図 8一戞 照 ）．

　2．5 ボウル の特性

　 ヘ マ トク リ ッ トに よ っ て 処琿 ［！ll液 Vit（休外循環血淑

II　）は 赱．助す る．2Ju の 「しくみ 亅で も独れた が，レ
ー

ザ ム ボ ウ ル の 特性 は，ボ ウ ル カ　丿 プ ラ ズ マ が 全 て 流出

した 後 に ∫in小板，白 「fTl球 （リ ン パ 球，顆粒球），赤血球

の 川貝，こ1ノ」
’i出 ［1か ら 山 て くる事 で あ る．言 い 換え れ ば ，

1献血 者 （患者）の 示「虹球で 他 の 「価夜成分 は押 し出 され

て くる と もii
’
え る．　

・
般的 に 献血 者 （患 6） U）ヘ マ ト

ク リ ッ トが低 い ち 合 は，処琿 11i［液 甲力 多 くなる．遵 に

ヘ マ トク リ ッ トが 高 い 場 合は，処理血液 吊．は 少 よ くな

る ．

　2．4．3　採取血液成分 とボ ウル の選択

　献血者　（忠 者） の 循環血液駈 は ， 性別 ， 体重 ， 身
．
長

に よ っ て そ れ ぞ れ 製 な る．処理血液 吊： （体外循環 ［亜夜

渤　は，前項 σ）如 くI！1L液性状 に よ っ て 笈動 す る の で 適

正 な容 岐の ；1 ンル を選択 す る必 要が あ る．また 採取血

液成分 に よ一
て レ ー

サ ム ボ ウ ル と ブ ロ
ー一モ ール ドボ ウ

ル の 2 種 を 揃 え て あ る．表 1 は
一一

般的 諒 埀択を
一1

表

に 示 した．

認 蹴謡
1［11小 恢 （PC　PLP 〕

リ ン ・　kl 賎K）

PBS し　〔患 M’）

表 1

　　 低 ヘ マ トク リ ッ ト

　 ロ
ー−11−− iレ 1

採取血 液成 分 と ボ ウル の 選択

1；，1tX ’
マ ト ク リ ツ ト

　 　 　 　 　 　 ，ハ 「
ンノレ LOO 冂11

　 11 一　ニーノレ　ド 「茸 1レ ノレ　27〔レ1／／】

レ
・
　 ナ‘　」　

「ン ，
レ 2：5ml

レ
ー→廾ノ丶；†、「ンノレ 1251111

レ
ー1声ノ　1　 ノ ノレ 125］］／1

ノ 11一モ
ーノレ ド寸…ヴ／レ　2it〕ml

一
ノ L1 ．　．i　　ノレ 1　亅　ノノレ Lt70　nll

L／一一→声ノ丶／1，ウ Jレ 2251111
レ
ー一’＋声∫t丶∫k ．フ Jレ　12511〕1

レ
．一リ

．
ム ボ ツ ノレ 125m ］

1「本ア ノ 　レ シ ス ニ
ゴ
・　雑 　 　14L3y 丿 〔1995〕 457

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japanese Society for Apheresis

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Sooiety 　for 　Apheresis

≡漸
巨噸 抽

　 12° ＋ 　 　 　 硫 量補 黴

婁ト
li⊥

　 　 　 く

サ
ーシ゚ スロ

ー
ブ＝

10 （ml ／m 旧 ）／seG ＼ ， ρ
へ

＼

「一

最 大サ
ーシ’スピ

ー
ド＝

200　ml ／min

「
　 ．rmt一

ドロ
ー
　
一
一 く

．・一一一
　　ドウz ル

・一→ r喝 一一一．

　　　し
　 　 　 ：

サ
ー
ゾ う

3500 ．
ラインセンサー基 準電 圧

3°G°1
亠25。0 ｝

ミ　 14
　　　　　 　

ひ 　 　 　 　 　 　’

婁15。∴
“ 　　　　 ：
A 　 　 　 　 　 　，
試 1000 工

　　　｝
　 50 。 ‡

　　　…
　 　 oL ＿

▲
血 小 板採取開 始
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1

　 ヒ ー
ク

▼

　 　 　 　 　 　 　 時間

図 sMulti 　PLP ポ ン プ ス ピード概要

　2．4．．1 そ の 他 の 特性

　 ・遠 心 1L蝉云数 と選択す る ボ ウ ノレの 樹 1［、に よ っ て 採取

す る！！lL液成分 が 変化 す る．

　 ・ヘ モ ネテ ィ ク ス の ボ ウル は そ 0 ）形状 か ら，r価夜分

離以 外 〔こ ⊥ソ 「の 応 MIが
．
Irf能 で あ る　：赤t〔LL．球 洗 浮卜，　「血ノ1丶

板洗浄，ifll液濃縮．

3． 装 置 の 構 成

　マ ル チ は，小型軽 吊：で コ ン パ ク トな 戌分採 血 装置 で

あ る．躑 kg の な か に ［
−
1本語表 ・

∫；の操作パ ネ ル
， 遠心器

と光学的 セ ン サ ー，3 つ の ボ ン プ ，4 ．
つ の 気泡検知 器 ，

7 つ の 流路切 り替 え バ ’レブ，重 累検知器，抗凝固剤流 畢：

検知 器 ， 2 つ の 圧 力 トラ ン ス ジ ．t’J．一サ
ー，．1 ン ト卩 一一ル

聴盤 等 が組み 込 まれ ， 採取 1
．
1的に 合わ せ て そ れ ぞ れ プ

冂 グ ラ ム に J：っ て コ ン トロ ール され る．

　詳細 は，表 2 の 仕様 を参照．
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　3．1 装置 の 各部名称

　図 9 を 参照．

　3．2　各部の 機能概要

　図 10 に 示 さ れ た 遠心 部は マ ル チ の 心臓部 で，遠心器，

光学的 ゼ ン サ
ー，［f．u液漏 れ セ ン づ 一か ら構成 され て い

る．遠心 器 は 1分間 に 3，0〔1｛｝回転 か ら 7、〔100回転 の 範

囲 で ［日 ii伝す る．遠 心 ［呵転数 が 違 う 瓢 に よ っ て ⊥血L液 分離

状態 も変 わ っ て く る．最適同転数 は，各 プ ロ トコ
ー

ル

毎 に 設定 さオして い る．　ボ 「ンノン は 吸弓「に よ っ て 遠心 器 チ

ャ ッ ク に 固定 され る．ボ ウ ル オ プ ラ
ー

イ ク ス 　（光
’
γ：約 セ

ン リー
） は 回転 し て い る ボ ウ ル 内 の プ ラ ズ マ と バ ソ ィ

ーコ ート層 の 境界而 を検 出 す る，．二の 検 出 に よ っ て 目

的の 血液成分 を採取 す る ヅ ロ トコ
ール の 開始 が IEII律に

始 ま る．

　 3．2．1 ポ ン プ

　3 つ の ボ ン プ が 有 る．それ ぞ れ の ボ ン プ は機能が 異

な る．血液 ポ ン プ は プ ラ イ ミ ン グ
， 採ll［Lと返 llrL時 に イ

fF

日本 ア ノ L レ シ ス
」
≠会雑匚i志 　U 巻 3U ・

〔1995〕
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　 　 表 2 マ ル チ コ ン ポ
ー

ネ ン トシ ス テ ム の ス ペ ッ ク
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動 し11［1環 ’亅・ン ／ k， 血液 ボ ン ／ に 他 の 薬斉11を添加 した

り
， 採取 した lllL液乙 Iti処 」

．
［L｛した り 叉，洗浄液 を 送 り込

ん だ りす ノ 1萼、に 仗 わ れ る．抗凝固剤 ボ ン 1プは 血液ボ ン

／ と ）1，L（肋し⊥
．
匕 酢 1 ：8 カ・ら 1 ： 16 まて

／t
の 間 の ：1殳定 さ 才し

た 比率 て 令llllに b
［
Cl訂〔固剤を添加 す る．

ホ ン
．
〆の 指 に デ

．．・ 一ブ 六 掛け て 目寸計 方向 2 回転 す る と

．
プ
．．

・．一一
．
ズは冫肩 され る．

　 3．2，2 カ ブ

　最 lf
．
レ 瀞 脈｝芳I　

F

＋

1

．を 維も 釘る た め に 採 rf［1の 間カ ブ に 加

圧 LIし殳定月 二 自動 r醜
甲
維打す る．返 th1時は 自動的 に 斛

「1 きれ る．カ フ 圧 は コ ン トロ ール パ ネル の カ フ キ
ー

を

伺 っ て r勅 て 加圧 ， 減 圧 が 可能 で あ る．

　3．2．：1 エ ア
ー

デ ィ テ クタ
ー

（気泡検知器）

　 1 っ の エ ア
ーデ ィ テ ク タ

・一は，Wl　rfn．者 （忠 者）の 安全

に 欠 か せ な い ．由1液 ラ イ ン に は 3 つ 備わ 一．．， て お り返血

時 ノ∫が
．畠

故障或 い は 装置
ん コ ン トロ ール す る コ ン ピ

．
ユ

一ターが 改障 し て も安全 を雁iイ呆で き る 設計 に な っ て い

る．

　3，2．4　 ドナ
ー

フ ロ
ー

イ ン デ ィ ケ
ー

タ
ー

　 ドナ
ー一

ノ
．
レ ッ シ ャ

ー
モ ニ ターと連動 し 1（［L流状鬼を コ

ン ト ロ
・一ル し た 結

．
果 を ．表 7Jくす る．　 DRAW モ ード ，

REFrURN モ ードで ，そ れ ぞ れ の イ ン デ ィ ケーターが

点灯 す る．DRAW で は ， 献「虹者 （患者）の rfrL流状態 が

イ ン 厂 イ ケ ー一ト さ れ る．RETURN モ
ー

ドで は ， 返 r！lL中

で あ る事を表示 す る ．

　NORMAL ： （緑）設定 さ れ た ポ ン プ 速度 と
．・

攻 ま

　　　　　　　　　　た は 設 Eの 2，
，’3 の 速度 に 保た れ

　　　　　　　　　　 る．

LOW

N （：） FL （：）NV：

RETURN

　採 前1中 ドナ ープ レ ッ シ ャ
・一モ ニ ターが

を ド回 る と｝1 ン プ は 1秒問 に 5m μ分 の 速度 で 自動的

に ドが る．圧 が 復岸す る と ホ ン プ は 1 秒間 に 51111分

の 速 度 で 自動的 に．llが る．

　返 i！l［中 ドナ ーブ レ ッ シ ャ
ー

モ ニ ターが 2〔｝〔lmmHg

ノ
．

ヒ回 る と ボ ン プ は 圧 が
．．
ドが る ／で 迚 度

．
を ドげ る．も

し 260　mmHg を超え た 圧 を検出す る と ホ ン プ は 停止

す る．

　3．2．5　 ドナ
ー

プ レ ッ シ ャ
ー

モ ニ タ
ー

（DPM ）

　1）PM は ，

．
献 1．自L者 〔患 者）血 流量 を モ ニ ターし コ ン ピ

コ．一一ター一
に フ ィ

ードバ ッ ク し て ポ ン プ の 速度を ，洞飾す

る ヒ子制御 圧 力 モ ニ ターで あ る．モ ニ タ…は ， 採 「虹中

一一8〔｝mmIIg ，．返 「航中 260　mmHg の Lt：をh 視す る．回路

に 取 り付け られ た DPM 取付 「1を本体 の 圧力 トラ ン ス

ジ ュ
ー

サ
ー

に 接続 して 測定 さ オし，デ ィ ス プ レ
ー Lに 採

血中　5〔hnmHg か ら 50　mmlIg ，返 「虹中 O　iiimHg か

ら 260　nnnHg の 問 で捧 グラ フ で 表丁 す る．こ の 俯報は

コ ン ピ ュ
ーター処理 され 、广ン プ速度を コ ン トロ ール し ，

フ ロ ーイ ン デ ィ ケ ータ・．一
に も表示 さ れ る．

　3．2．6　シ ス テ ム プ レ ッ シ ャ
ー

モ ニ タ
ー

（SPM ）

　 SPM は，ボ ウ ル 内 の 異常 1．L に よ一．．）て ボ ウ ル ロ
ータ

リ
ー

シ
ー

ル の 滅菌 障壁
．
が 揖 な わ れ て い な い 事を補償す

日本 ア フ ェ レ シ ス 学会柴荏沁 　14巻 31 ・
〔四 5）

（黄）巾1流は ， 設定さ れ た 速 度 よ り遅

　　 い ． 史定佃 の 2／3 の 速庄以
一
ドに

　　 な る と点灯 す る．

　　 ボ
．
ン プ速度 を 迫 止 設定値 に 変え

　　 る．

（赤）r肛流 が非常 に レ ∫ くな る と ポ ン

　　 プ は停止 し点灯 す る．

　　 血流 力 改ナ ； る と 自動的 に 叮 ス

　　 ター
トす る．

（黄）返 lf［Lrl1で あ る 事を表 T一す る．

　　　　　　　　　　　　 5〔lm 且nHg
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抗凝 固剤ポン プ

抗 凝 固 剤 ライン

エ ア
ー

デ ィテ ク

　　　＼

　 　 循 環ポ ンプ
　 　 　 　 　 　 ＼

ドリツ ブ モ ニ ター
＼

　 　 血 液 ポ ンプ 、
　 ブ ラ ッ ド

　 デ ィテク

ドナープ レ ッ

モ ニ ター
イン ジケーター

シ ャ
ー

モ ニ タ
ー

ドナ ーライ ン

エ ア ーディテクター1

図 9 　装置 の 各部の 名称

る．U5mn1Hg を超 え る「場1．t三か ，

一一901nmHg を FF
−
［1る

陰圧 の 異．常圧 を検 出す る と ポ ン プ は停 IL しオ ペ レ ・．．ダ

ーに 知 らせ る．

　 3．2．7 バ ル ブ

　本体 に は
， 7 つ の バ ル ブ が 備わ

一．・ て い る．こ の バ ル ブ

は，採取 目的 の 「肛液成分 に よ っ て デ ザ イ ン さ れ た 回 路

に 合わ せ て プ ロ トコ
ー

ル が デザ イ ン され ，そ の ブ
．
ロ グ

ラ ム に よ一
二丿 て （⊃N ．！OFF 制御 さ ；tしる．バ ル ブ に は そ れ

ぞ れ 色 が つ い て お り，’f’　」i．一ブ に イン ラ イ ン され て い

る 色 と 合わ せ て あ る．

　 3．2．8　ライ ン セ ン サ ー

　流出チ ュ
ーブ を通過 す る血液成分 を 光学 的 に 監 視す

る．流出ラ イン を横切 っ て
．
光を通し受）匕部 で 検出 い昼

圧 に 変換す る．通過す る 各血液成分 の 濃 度 に よ っ て 光

の 量 は 変化 し ， 電圧 は そ の 変化 に 対応 して ヒ昇、 ド降

す る．採取段 階 の 重 要 な フ ァ ク タ
ー

と 1ノて 各フ
．
ロ トコ

ール が う まく機能す る よ う に プ L
’
t グ ラ ム に 組 み 込 圭れ

て い る．

図 10　遠心 1擇部
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図 11 コ ン トロ ール バ ネ ル

　3．2．9　ウ ェ イア ー

　ウ r．イア ・一は ， 掛 か っ て い る バ ッ グ 内の 圭E量 を 測定

す る．DRONV 　1’一を最 初 に 押 す と 自動 的 に バ ッ グ重

Illは ゼ ロ に リセ ッ ト され る．測
’
定され た 車吊：は ，

コ ン

ピ ・．・一ター
処理 さ れ て ，

プ ロ グラ ム に従 っ て 処理 （返

血，採取、再循 j羃，濃 縮 ） さ れ る．

　 ：1．：1 コ ン トロ ール パ ネル の 構成

　オ ベ レ ー ターは，コ ン ト ロ
ー

ル パ ネ ル を使 っ て Mul ．

tiの コ ン ピ コ ．一ター一
に 命令 を人力 す る事が 口亅能で あ る．

ま た 逆 に コ ン ト r」
・一ル バ ネル の デ ィ ス プ レ ーを通 し て，

装 置 の 状態 に 関 した情報を オ ヘ レ ーターに 伝 える （図

ll 参 照 ）．

　 3．3．1 デ ィ ス プ レ
ーパ ネ ル

　 吋 ベ レ ーシ ・1 ン の 状態 に 関 して こ の バ ネ ノレ を運 し て

情 報 をf云え る．

　精報内容 は ： ン ／．ブ ム テ ス ト1青報

　　　　　　　 プ ltl トコ ーノレ選 1尺↑青幸侵

　　　　　　　パ
．
ラ メ ータ ー．情報

　　　　　　　 ［剛格装着手 r順指示情報

　　　　　　　採 ［！l［，返 血 中 の
一
「程情 報

　　　　　　　採 血，返血 中の 血流，圧，情報

　　　　　　　処 理 ll［L液量 と採取血液量 の 表示

　　　　　　　
1
ユ 1常時 の エ ラ

ー
表示 と対処 方法

　 表示 は 都 を 除 い て カ タ カ ナ 表 小 で 対詁方式 を採 用

し て い る．

　3．3．2　モ ードコ ン トロ ール キー

　Multi の 基本動作 を コ ン トロ
ー

ル す る．

　3．3．2．1 プ ラ イ ム キ
ー

（PRIME ）

　 こ れを押す と プ ラ イ ミ ン グが 開始さ れ る．抗凝固剤 ，

I！1L液両 ボ ン プ は，同速度で 同 り ， 抗凝 固剤 ス パ イ ク か

ら DLADl 迄 の チ ュ
ーブ 内を抗凝固剤 で 満た す．

　3．；　．2．2　採血開始キー （DRAW ）

　 カ ブ が膨 ら み，遠心器，抗凝 固剤 エ ア ー一デ ィ テ ク タ

・一
， 抗凝固剤 ポ ン プ ，DLAD 　l，　 r打L液ボ ン プ が作動を開

始 し，献 ［肛者 （患者） か ら採 rfnを開始 す る．同時 に ウ

ェ イア
ー

の 風袋 は，自動的に ゼ ロ 調整 す る．

　3．3．2．3 返血開始キ
ー

（RETURN ）

　選択 し た プ ロ ト コ ール に 関わ り無 く，最適時 に 自動

的 に RETURN モ
・一ドへ 移 f

．
fす る．献血者 （患 吝）が

採 血中気分 不良な ど起 こ した 場 合は ， 医師の 指示 に 従

い 返 ［虹開始 キ
ーを押 し早期 に 返血 す る 事が大 切で ある．

　3．3．2．4　ス トッ プキー （STOP ）

　 ス トッ プ キーを押 す と，ポ ン プ は 停 止 す るが ，パ ラ

メータ・一値や 量 は 影響無 い ．｛列えば，　［1［［液流 睚の 状態

が 悪 く穿刺 を変え る 必 要が 有る場合は，ス ト ッ プ キ
ー

を押 して 実施 す る．

　 3。3．3 プ ロ トコ
ール の 選択 キ

ー

　 プ ロ トコ ール は 3 種人 っ て い る．

　 ・PLP （li1L小板 と プ ラ ズマ ）採取

　 ・PPP （乏血小板 プ ラ ズ マ ）採収

　 。PBSC （未悄血 幹細胞 ） 採取

「［イ＼フ
’
ノ　「　レ ノ ス

」L
｝
冫
会 碍藍匹［t、、　14巻 3号 　@〔1995 4
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　 注 ：今後 自己 lfl［／1丶板採取 ，

．JJ』［m珠拝 ［r，｛，赤 lll［L球 itF！小
↓1
〈1采耳ズ fE

−
　1［｝」丿「1づ

．
5P 気ピて  も る．

　 3．3．1 ポ ン プ コ ン トロ ール

　 ＞il
「
1
「
rfl 戸liiiオ・ン

ヒ
ノ 41芝を レ 尹た リ ドけ 二 り

．
プ ｛） 丁乏害叮

境 び 　
一
日if　Ilt，　lli開 が 行　 こ で

「
き る．　採rllLI「rに 停 11

・H亅

閻 か jk時間　〔2〜3 分 JV，．［つ　に ．“る とワD［堤［耐 4 か 未添

1川の 爿 泥 に 凝レ
li
「を き ， す の で 注廴

．
广る

「
｝1が大切 　あ る．

（，ホ ウ ノレ内 の 赤 肌 球 レ）パ ッ キ ン グノ 強 くな り そ v）彳S2

ひ）／
．
ロ

」
Lt ス 1こ

．
芝」鎮を き　　」

．
拝刀 詑冫

／ ．

　 3．3．5　プ ロ グ ラ ミ ン グ

　
ー、ノノレ f よ操作 バ ノ メ タ

ー
をkTr ）

一
る記 1，し、機「］ti1’！t ）

．
こし、 ノ ．　｝く／亅・さ」，t ノ タ女イ［1ば フ　ノ ィ ノレ ア

JIF
　

膚
浸うる．　」｛伏丘且

yt』u ）土　
’
｝1よ，　

、F上1・J白勺耕1僕条IVI，カ ノ、 つ て．・る 力 亘・要に 1厄、

一て
’
攵 肛 き る．患者の ＋拾 は，それ L れ状勉 碑 な

ノ の で 状．　 −J

’
）わ せ て最週値 に 夛 丿「 丿

．
　必 kJS

’
あ る．

　：｝．3．6 　カ フ コ ン トロ ール キ・一

　血 11「匚を価保 の た め 圧 を変 更す る 1
．
が 　　る．　；卜舶に

5（）　T］／ml 亅g　lこ 　く 工二さイ1
『
ごし1 ／ f．il

’
6「）mmll ．g ユ乂 1、

』
ノ£ ら 、よ

fヘ イ乍llr
に tt’f」 史 L き 1．，．

　3．3．7　 バ ル ブ コ ン トロ ール キ
ー

　でPt，　　，　1
’
「色 ぴ）ノぐ ］レ ノ　よコ ン トロ

ー厂レ ノ　ィ 1レ 1．．　C厂） ヤ

ー
を押 し こ ON 　 OFF で

「
艮作で き る．

　3．「1　プ ロ トコ
ー

ル

　 マ ノレ
．
t「
．
に 1よ，　f兒孑E　（1991｛1” ］lJ

’
i）　1｝　丿 u ）ブ τノ　ト：1 一

ル が 入 丿 て い ろ．

　 3．LI　 PLP プ ロ トコ
ール

　lkL小板 （2XleEll 以 ヒ） と ツ ラ ズ マ を「liiH 、
「

1に 自紡

採1侠
一
」る ／ ロ トコ

ー
ル
『
尊あ ／ ．　白U丘爺柱の む匕入σ）

〆かな い

lll［小板 〔W 呂C　5．8　X　l（）E6 ）　
．
す采取 て き る．「［ijH、r に 任

，1 の ノ 冫 ズ マ 旨 を 扞取
’
t きる．1褂［↑

’
［L6 の 賜合，lti 省

レ ）才剰rE［工，し準
厂

仁合」r ［4〔｝Um1 が ヒ彫乏と な 　厂⊂い る．こ の

一
プ V

’
1 ト　1 ・　ノレて冥よ，　「献匠匪呂a丿セ穏厂劃，　1

．
本iill，　身

．
長，　〆＼

−
Z

ト ク リ ツ ト，煎レ」＼板数 の 事前fl　1　 Y 人 力 す る k こ 1［ り採

取 した い 「ilL小板 攵を採取 す る に はf［亅1ナ イ ク ル イ乍動 す れ

汁 良 い か 判 る ヘ モ カ ル キ
．

レ ー一タ ーが 1ノ・JLIri戈￥れ 　い る．

　1史llJIrrl嬉千
・
　
。
　
り
　［ノN895J

　 S．4．2PPP プ ロ トコ
ール

　1献1111K　（患
．
K）か ら最人

’6UOm1 の　／　ア ズマ を自 1力採

取 す ／ 　
ノ

ロ トコ
ー

ル で あ る．lf］ltll巳首ぱ，　 r ノ匡省の 採 liLL

；す 津気こi
’
〔’　

一「
‡氷耳冥」ドノF・1夬父君

『
ご

．
る．　丿亠．哲

’
V）ナ

Hh

は 1犬∫悲i

　
ザ ピ ［［矢川1の ｛h ∫1

一
に 行 〕 て 採取 ll’ハ 決ラi二す るゆ

　使 用［1路 ・。・LN792 ｝

　3．4．3PBSC プ ロ トコ ール

　J｝
’
，1］9 ‘

Ja ）ド1重力．木村
lf
［［
「
IL1全糸旧ll己お熹工稼びグ ノ ロ 　ト　」

一
ノレ
ー
辷
・
滋う

462 「「イ　ズ　／ r．レ ノ ソ！　　．ぐ雑

／ ．1 回 の i采取 で ltIの 移植19 ・　V．な 1，ISSCを 1イ
．
取 で

きる 「r卩［又能 ノヲカ あ る．抔取 の タ イ 、ン グ に よ っ て ltll収

汗 力
tt
身メ

丶
し 士ぢ合力「向

』
る の

『
（
・2 ［冂1カ・ら ：｝i可」「菫IISi．1「’”j る

の が標4岶 勺な採取方 IJ ⊂ あ る．

　1［r
’
TIO ）tt：一　｝iu「T は 糸勺ユ0〔［ml とノ1丶彳監 i 」丞1恨で ノ1篁XTの 負

担 が 少 な くて 済 む．患 6 の 場 合 は，ほ と ん ど ヘ マ ト ク

リ ッ トが 低 くS ’っ て い る
「
拝ハ 号慮 し ， 小容 Plボ ウ ル

（125nll）を使 一た lyl路を柵 ‘f晴 に し て い ／ ．i1，・，y ノレ

の ギ广
’
凵 1の 丁［lc

’
も高Liし て い ノ カ  ！＼ −

e トク リ ッ トに ．仁

っ

tlr
体外循照 11に液 甲 ：が 変イ匕す る ナを念 唄 に 置 き，

’1十別，

伽 ｝i：， 身玉
‘
」二 り．盾環 ll巳淑 ‡．を割 1）出 し，ユ

ー
リ
’
イ ク ル 当た

り の 体外楯環 11［［液 甲：が ！rTl％ に な る か
ノ 　1算 し 「1厨

．
二人

右色 广 る 皀・要 力9あ ／ ．

　使用［凵1路 …　 LN871

4． 緊 急 時 対 策

　払、VII「戸「蒄犬匠LL　ef，　（∫圭者）　ゾ）ス 毛ラ丿
！
卜良，

等 了期せ ぬ 事1、一凶 ltJと して 庵生 丿
．
／ ．

様 、ニヌ上処1デ貞し　六：し）．

　Ll 気 分 不 良

　 4．1，1

　 ギ刺だ け
一

も発生 す る 事が あ
’t
．

｝
止
．
置！古攵「∫己ヨ1．，　千」 目⊥

1
弐そノ自、冂亅←よ1乂 卜

．
σ）

　　　　　血管迷走神経反応に よる V 、R の 発生

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 子製．i乍 ttll よ「｝怯1自L9
・

（患 首うに 占し か け 採 「fiL前 ヒ変 わ らな い か をts？　e
’
しli　ナ

／
．
募が大

1

菖て
’
あ る ．　もし庵牛 し た ら す ぐ に ［メ：師 の 指示

に 徒 ）　

．t
ご処置す る．

　4．1．2　クエ ン 酸中毒反応

　ACI ）−A ｛仗 を抗 ｝s〔［1ギ と し て 使
．
1凵し曳 い る た め 返 ［（IL

す ？ と ACD −A 液 も体 内 に 戻 る 事 に な ／ ．そ の 广吉果 ， 返

」1「［［1… こ rl　Jt　 U ）し Vド
』
れ等 の 発生力 あ る．強」｛の しび オししり

班 状 の 」
目 は 返血 を 一

［】、1仏 止 し て 医師 の 指 小 に 従 丿 ⊂

処t；
「
1
’
す る．｛4xiftの ，1」 い 南Vi　l

’
［L者　（患 斉） に 1七車交的 多 く発

〆卜 夕る．そ の 現 1
「hは，1サ イ ク ル 当た り の 処理 i凱dズ量 ）

王ヒ  ・カ§f本 Pカ｛づノな
’
し if1T 　カ91人こき く4k・りfイ刈人1ク．コー一ン

司

袴葺
曲

規 か ［Zが る カ
’
で あ る．

　 4．1．3 そ の 他

　气分 不 良を，JFえ た Jgij合 は
， 即 時じ ボ ン プ を乎、 ［トし ，

1ゲ 師 の 指示 」こ 従う事．特 に 親族 に よ る 1袱「航k ，t， 1、i　6．

の 十を 考 え我
」
「宣 し て い るナ  r が 多 く見 ら れ ノ ．　（｝M 〈

良力 み り れた ら ［続 け k ’
∫か IP−1　 J’聞 くσ）で 1な し に

1中 吐 し ま し ．よ う 　と1Ptf をイ卦け ／ 拝力 9・・

喫で あ s ．

　 L2 装置の 故障

　｝置 が 「
卜攵1宇 1る と デ ィ ス ／ レ 　ハ イ・ル に メ ッ セ

ー一ジ

が ∵ る．その 指示 に従 ）打．メ ッ ゼ
ージ の 指小

ゴ
G 臼 1

不 伍の 場 合で ．目、つ 血液力
’
外気て 汚ヌ、され て い な い ト易合

！↓｛ト．1量ナ　〔1995）
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は’次項 の ｝
：

「［匱で 返 rf1Lで きる．

　・L3 　停電時の 対策

　 希 だ が i’1；「・電 等 に k っ て 続行不能 の ‡昜合 は ，．以 ドの r・

）11L
「
〔て「Ill！11各内 ll1L｛夜を』返 111Lで きる．

　 Il順 1 ： ド ナ ー
ラ イ シ の 二

・一ドル 部の チ ュ
ーブ に ゴ

ム 鉗 1なを 挟 む．

　 ｝
‘
順 2 ： 1順夜ポ ン プ と赤色，肯色 の バ ル ブ か ら チ ユ

ーズ を タト
．4．

　 j，1［1貝 3 ： フ f ル タ ーチ ャ ン バ ー一ハ ウ ジ ン グ か ら ［血液

ノ ィ ル タ
ー

を外 し，　ド
．
丿
一

ラ イン ー匚 アー一デ ィ ブ
1
ク ター

か 1．2 か ら
．f．．1．一ズ を 外 す ．

　 i
．
順 ．に 緑色 バ ル ブ か ら流 出 チ コ．一ブ を外 し， 製品

バ ッ グ 内 の 空 気 を遠 心 ボ ウ ル に 流 入 す る よ う に す る．

　 r順 5 ：黄色 バ ル ブ に か か る プーい
一ブ を ク ラ ン プ し

ノ
．
フ ズ マ チ L 一ブ を外 し， 装置前 r酊に あ る 再循環 チ v

ン ノぐ 一
イ1／タト

．
ナ．

　 「順 6 ：遠心 チ 1・・ソ ク か ら ボ ウ ル を 取 り外 す．外 し

に くい 坊｝合は，装置後側 に あ る バ キ ュ
ーム リ リー

ス ボ

タ ン ろ月
．
甲
．
」響

　 亅
三順 7 ： ド

．
ノーラ イ ン の ク ラ ン プ を外 し ，

ボ ウ ル を

供r！1嗜 （患 昂 の IL ・臓 ；［ り高い 位置 に 持 ち 1：げ ， 落差

に よ り返 ［rl［を開始 ・1一る．

　 」”順 8 ：lf［L小板 又は ，プ ラ ズマ バ ッ グ を静 か に 押 し

て ，空 気を ボ ウ ル に 戻
ヒ1±ば返 ll［Lは容易 に な る （サ イ ホ

ン の 原理 を 応月1）．

　 」
三順 9 ：血液 フ ィ ル タ・

に 空気が溜 kる まで．vglliLを

続け る．

　 ｝三順 m ： ド 丿
．…

ラ イ ン を ク ラ ン プ し穿刺針 を抜 く．

5．異常時に お け る対処法 ：Q＆ A

　Ω 1 ：病院内の 運摘殳は 「1∫能か．

　All 特l！liな 処置無 し に 病院内 の 運搬 は 可能 で あ る．

軽 IIレト型故 1．二ベ ッ ドサ で ドで 使用 で き る．

　Q21 装置 は 外 ll「∫の 影響，環境 の 影響 を受 け る か ．

　A2 ：イ也〔わ 嵜掃戒か ら 1∫杉響！は「
受け に くい ．　高丿劃言皮cr）景彡

響 は 受 け な い
「
拝を 確 認 し て い る．光 学 的 セ ン サ ーを採

川 して い る の で ［白：射目光 が 当 た る場所 で の 使用 は 避 け

る べ きで あ る．

　Q3 ：遠心器 が 内臓 して い るが ，水 平な 場所 で し か 使

川 で きな い か ．

　A3 ：建造物の 中で あ れ ば使用 で き ろ．厳密な 水平

に こ だ わる必要 は な い ．Ll本赤 「
’
宇社の 献 ［11陣 の ［liで

便用 して い る実例 が ある．

　Q4 ：使用前の 点検は 必 要か ．

　 A4 ： マ ル チ 本体は ， 本体 の 全て の 機能 に 対す る 自

己 シ ス テ ム チ ェ ッ ク を自動点検す る よ うに な っ て い る．

シ ス テ ム チ ェ ッ ク が終了 しパ ス し な い と使川 で き な い

i”順 に設計 さ れ て い る．事前 点検 は，セ ン サ
ー

部 の 汚

れ ， 遠心部内 の 異物 の 有無 の 点検程度 で ある．但 し，

使用 す る 回路 は ，パ ッ ケージ の 破損が な い か 等パ ッ ケ

ージ に 記載 さ れ て い る点検が 必 要で あ る．

　Q5 ：献 mL者 （患 者）が 気分 不 良を起 こ し た場 合は ，

継続 口∫能か ．

　 A5 ：速 や か に 医師 の 診断 を仰 ぎ，医師 の 指示 に 従

い 対処 す る．

　注 ：返 血 が 必要 の 場合 は，
．
ド記 に 注意 す る．事．

　  　クエ ン 酸 ナ ト リ ウ ム 中毒症状の 場合は ， 体外 に

出 て い る プ ラ ズ マ 中に 多 く ク エ ン 酸 ナ ト リ ウ ム が 含有

し て い る．分離採取 した 7 ラ ズ マ ま で 返血す る時 は 医

師の 指示 を仰 ぎ慎重 に 対処 す る，

　   急速 に 返 IALするか 否 か は，医師 の 指示 に 従 う事．

　Q6 ：「蜘 IIL者 （患 昂 が 気分不良 を起 こ し た場 合及 び

装置 故障 で 返血 を しな い 方が 良い と判断さ れ た場
．
合の

留意点は何か．

　A6 ：返血 出来なか っ た ［虹液容量 を正確 に 把握 し，

医師 に 報告す る 事が 肝心 で 麦） る．

　 H赤 の 成分採血 で の 同様 な場 合 は，400ml 全 「肛採 「航

を実施 した と し，次回採 「航ま で
』
の 期間 を 40〔〕ml 　Lk ！fTt採

血基 準に の っ と っ て 期間を も う け て い る．

　Q7 ： 器械不良が 発生 し て留意 す る
「
掴ま何か ．

　A7 ：必 ず エ ラーメ ッ ゼ
ー

ジが ， デ ィ ス プ レ
ー Lに

表示 さ れ る．表示 さ れた対処方 に 沿 っ て 対処 す る．な

お ，継続不能 の 場合 は ，
“

ヘ モ ネテ ィ ク ス に 連絡
”

と表

示 され る の で エ ラーメ ッ セ ージ を伝 え る と故障箇所 が

判明 し迅速 に 修理 が tl∫能 と な る．

　Q8 ： 本体の調整 ， 修理 は ， オ ペ レ ーターに よ っ て 可

能 か ．

　 A8 ：調整，修琿は，専門 の トレ ー一
ニ ン グ を修 r し た

者に 限 ら れ る ．専門技術 を要す る故障 に 伴 う修理 ，定

期点検 は ， メーカ ー
に 依頼す る．

　 マ ル チ コ ン ポーネ ン トシ ス テ ム の ス ペ ッ ク を 表 2 に

ま と め て記 した ．
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